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※ 子ども・子育て支援法 附則第２条第３項
「政府は、質の高い教育・保育その他の子ども・子育て支援の提供を推進するため、（略）人材確保のための方策について検討を加え（略）」

※ 子ども・子育て支援法案等に対する附帯決議（参議院）
「施設型給付、地域型保育給付等の設定に当たっては、（略）幼児教育・保育の質の改善を十分考慮する（略）」

○ 「待機児童解消加速化プラン」により、保育の量の拡大とともに、保育士の確保を支援パッケージの１つの柱として推進

○ 保護者は保育の質の確保を強く求めており、保育士の確保への要請が強い

保育士確保対策
「新たな保育士の育成・就業支援」
意欲ある者の資格取得と保育所への就職を支援
・認可外保育施設等において保育士になろうとする者
の資格取得費用を支援
・保育士養成施設の学生に保育の魅力を伝えるなどし、
保育士資格を取得後に、保育所で勤務する者を増加

「潜在保育士の復帰支援」
６０万人超いる潜在保育士の復帰を支援
・保育士・保育所支援センターやハローワークによる就職相談等
・ブランクによる不安を解消するため、復帰前の実技研修

②潜在保育士の復帰支援

潜在保育士 60万人超

潜在保育士の復帰を支援

①新たな保育士の育成・就業支援

保育士養成 約3.8万人

①
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意欲ある者の資格取得と
保育所への就職を支援

「保育士の就業継続」
保育士の離職を防止
・新人保育士等への離職防止の研修
・保育の質向上の研修

「働く職場の環境改善」
保育士が働く魅力を感じ、働き続けたい職場
環境を構築

・雇用管理の改善のための研修

・処遇改善

③

④働く職場の環境改善
保育士が働く魅力を感じ、働き続けたい職場環境を構築

保育所保育士 約38万人

③保育士の就業継続

保育士の離職を防止

保育士確保に当たっての取組について

「保育士確保プラン」策定 子ども・子育て支援新制度における自治体の計画を踏まえ、
「待機児童解消加速化プラン」の推進に必要な保育士を確保 1
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保育士確保プラン

自治体の計画を踏まえ、
待機児童解消加速化プラン
の推進に必要となる保育士
を確保

○目標確保数とスケジュール
を明らかにする

○・人材育成
・再就職支援
・就業継続
・働く職場の環境改善
を強力に推進
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